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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成27年7月9日(2015.7.9)

【公表番号】特表2015-501276(P2015-501276A)
【公表日】平成27年1月15日(2015.1.15)
【年通号数】公開・登録公報2015-003
【出願番号】特願2014-535857(P2014-535857)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  39/48     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ   39/48     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年5月20日(2015.5.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＭＳＥフレームワーク型を有する結晶性モレキュラーシーブの合成方法であって、水源
と、ケイ素、スズ、チタン、バナジウム、およびゲルマニウムの少なくとも１つから選択
される４価元素、Ｙの酸化物源と、任意には３価元素、Ｘ源と、アルカリ又はアルカリ土
類金属、Ｍ源と、下記の一般構造：Ｒ１－Ｒ３－Ｒ２を有する有機カチオン、Ｑ源とを含
んで成る反応混合物を結晶化させることを含む、方法。

［式中、Ｒ１およびＲ２は、同じ又は異なっており、Ｒ１若しくはＲ２又はＲ１およびＲ

２の両方が、式

【化１】

のＮ－アルキルピペリジニウム基である、又は、Ｒ１もしくはＲ２またはＲ１およびＲ２

の両方が、式
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【化２】

のキヌクリジニウム基であり、
　Ｒ３は、式（ＣＨ２）ｎ（ｎは４～６である）のポリメチレン基である、又は、Ｒ３は
、５～８個の炭素原子を有するシクロアルキレン基であり、
　Ｒ４は、１～４個の炭素原子を有するアルキル基である。］
【請求項２】
　Ｒ４はメチル基である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　Ｒ１およびＲ２が両方とも、式
【化３】

のＮ－アルキルピペリジニウム基である、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　Ｒ１が、式
【化４】

のＮ－アルキルピペリジニウム基であり、
Ｒ２が、式
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【化５】

のキヌクリジニウム基であり、および、ｎが４又は５である、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記反応混合物中のモル比Ｑ／ＹＯ２が、約０．０１～約１．０の範囲にある、請求項
１に記載の方法。
【請求項６】
　前記反応混合物中のモル比Ｑ／ＹＯ２が、約０．０５～約０．７の範囲にある、請求項
１に記載の方法。
【請求項７】
　前記反応混合物が、アルミニウム、ホウ素、ガリウム、鉄、およびクロムの少なくとも
１つから選択される、３価元素、Ｘの酸化物源を含んで成る、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記反応混合物中のモル比ＹＯ２／Ｘ２Ｏ３が、約４～約２００の範囲にある、請求項
７に記載の方法。
【請求項９】
　前記反応混合物中のモル比ＹＯ２／Ｘ２Ｏ３が、約８～約１２０の範囲にある、請求項
７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記反応混合物が、下記のモル組成：
ＹＯ２／Ｘ２Ｏ３　約４～約２００
Ｈ２Ｏ／ＹＯ２　約５～約２００
ＯＨ－／ＹＯ２　約０．０５～約１
Ｍ／ＹＯ２　約０．０５～約２
Ｑ／ＹＯ２　約０．０１～約１
を有する、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記反応混合物が、下記のモル組成：
ＹＯ２／Ｘ２Ｏ３　約８～約１２０
Ｈ２Ｏ／ＹＯ２　約１４～約５０
ＯＨ－／ＹＯ２　約０．１０～約０．５３
Ｍ／ＹＯ２　約０．１５～約０．９
Ｑ／ＹＯ２　約０．０５～約０．７
を有する、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　前記４価元素、Ｙがケイ素である、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記３価元素、Ｘがアルミニウムである、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記アルカリ又はアルカリ土類金属、Ｍが、ナトリウムおよびカリウムの少なくとも１
つを含んで成る、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
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　前記アルカリ又はアルカリ土類金属、Ｍがカリウムである、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記反応混合物が、ＭＳＥフレームワーク型モレキュラーシーブの種結晶を含んで成っ
ていない、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　ＭＳＥフレームワーク型モレキュラーシーブの種結晶が、前記反応混合物中のモル比種
結晶／ＹＯ２が約０．００１～約０．１となる量で存在する、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記結晶化が、約１００℃～約２００℃の温度で最大約２８日間行われる、請求項１に
記載の方法。
【請求項１９】
　前記結晶化が、約１４５℃～約１７５℃の温度で約２４時間～約１７０時間行われる、
請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　Ｑが、式
【化６】

の３－ヒドロキシ－１－（４－（１－メチルピペリジン－１－イウム－１－イル）ブチル
）キヌクリジン－１－イウムジカチオンである、請求項１に記載の方法。
【請求項２１】
　Ｑが、式
【化７】

の３－ヒドロキシ－１－（５－（１－メチルピペリジン－１－イウム－１－イル）ペンチ
ル）キヌクリジン－１－イウムジカチオンである、請求項１に記載の方法。
【請求項２２】
　Ｑが、式
【化８】

の１，１’－（ブタン－１，４－ジイル）ビス（１－メチルピペリジン－１－イウム）ジ
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カチオンである、請求項１に記載の方法。
【請求項２３】
　Ｑが、式
【化９】

の１，１’－（ペンタン－１，５－ジイル）ビス（１－メチルピペリジン－１－イウム）
ジカチオンである、請求項１に記載の方法。
【請求項２４】
　Ｑが、式

【化１０】

の１，１’－（ヘキサン－１，６－ジイル）ビス（１－メチルピペリジン－１－イウム）
ジカチオンである、請求項１に記載の方法。
【請求項２５】
　Ｑが、式

【化１１】

の１，１’－（（３ａｓ，６ａｓ）－オクタヒドロペンタレン－２，５－ジイル）ビス（
１－メチルピペリジン－１－イウム）ジカチオンである、請求項１に記載の方法。
【請求項２６】
　ＭＳＥフレームワーク型を有し、かつ３－ヒドロキシ－１－（４－（１－メチルピペリ
ジン－１－イウム－１－イル）ブチル）キヌクリジン－１－イウム、１－（５－（１－メ
チルピペリジン－１－イウム－１－イル）ペンチル）キヌクリジン－１－イウム、１，１
’－（ブタン－１，４－ジイル）ビス（１－メチルピペリジン－１－イウム）、１，１’
－（ペンタン－１，５－ジイル）ビス（１－メチルピペリジン－１－イウム）、１，１’
－（ヘキサン－１，６－ジイル）ビス（１－メチルピペリジン－１－イウム）、および１
，１’－（（３ａｓ，６ａｓ）－オクタヒドロペンタレン－２，５－ジイル）ビス（１－
メチルピペリジン－１－イウム）から成る群から選択されるジカチオンをその細孔構造内
に含んで成る結晶性モレキュラーシーブ。
【請求項２７】
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　無水物で合成形態として下記のラインを含むＸ線回析パターンを有する、請求項２６に
記載のモレキュラーシーブ。
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